ヒテイジョウフキソクニュウリョクオウケルヒセンケイセイギョケイノトウケイガクテキケンキュウ by Tagami, Shigemi











学 位 の 種 類
















論 工 博 第 380 号
昭 和 45年 11月 24日





論文調査 委員 教 授 植 木 義 一 教 授 徳 丸 英 勝 教 授 池 田 峰 夫

















さて, 算 1 部においてとりあつかうシステムへの入力は突風や地震のような非定常確率過程に属する信
号であるから, とくにそのシミュレー トの方法に注意をはらっている｡
第 1 章においては, 制御対象の伝達関数が有理関数であらわされるような非線形制御系が上に述べた突
風のような非定常不規則外乱をうけた場合の応答を評価する方法について述べているが, とくに外乱につ
いては その2乗平均値に注目して これを非定常散射雑音とシェイビングフィルタによって シミュレ- ト











































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨








トする手法を提案し, つぎに, 非定常等価ゲインの概念を導入して, そのシステムの非定常応答の2乗平
均値を評価した｡







すなわち, 具体的には 2 個の非線形要素をふくむ制御系について非定常等価線形化手法を用いた図式解

















であり, 今後有効に利用されるものと思われる｡ したがって, 学術上, 工業上寄与するところが少なくな
い｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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